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５．まとめ 
　今回のコロナ禍においては、急造的にオンライン授業が実施されたが、多くの課題が見受けられた。
　授業内容以前に、端末機器、通信状況などのインターネット環境の整備、教材配信の管理、学習者
の出席管理、課題提出、成績評価の方法など、学習環境整備、学習状況管理に関わる課題が多い。こ
れらの課題に関する分析、設計、開発において改良を推し進める必要がある。さらに、授業内容につ
いては、教科内容の教授内容の検討だけでなく、講義ビデオの作成技術、教材のレイアウトや構成な
どの教材設計技術についても個々の授業者の力量に委ねられているのが現状である。学習の継続や学
習意欲の向上に関わる方策についても同様である。インストラクショナルデザインの手法によって、
分析、設計、開発、実施、評価を行っていく各段階では、個々の授業者の単独の取り組みによって判
断するのではなく、多数の授業者、学習者の取り組みについて共有し検討すべきである。それぞれの
段階や、要素において、何をどのように行えば教育効果があがるのか検討し、見解を見出す必要がある。
以上のような課題について、インターネット、情報機器、メディアデザイン、学習心理等の専門的な
知識を結集してオンライン授業の教材開発およびシステムの構築を進めることが望ましいと思われる。
　オンライン授業には、対面授業とは違って、学習者と授業者が離れた場所にいても学習できるとい
う利点がある。しかし、上記のような課題に加え、双方向型ではなく一方向型の授業になりやすい、
学習者同士のコミュニケーションがとりにくい等の欠点もある。オンライン授業は補助的役割を果た
すには十分であるが、オンライン授業ばかりでは、児童・生徒・学生の社会性の成長に関して不十分
である。学校は、社会へ飛び立つ前に、様々な考えや立場の人と関わることで人間的に成長していく
場であるが、オンライン授業のみでは、このような教育効果を期待することは難しい。
　今回は、新型コロナウイルス禍における急造的なオンライン授業実践を振り返り、実施に関わる課
題等について検討した。今後、学生アンケート集計結果を分析し、オンライン授業の教育効果につい
て検証を進めたい。
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